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一
、
独
占
資
本
の
教
育
施
策
と
天
皇
制
的
義
務
教
育
の
普
及

三
井
独
占
の
企
業
経
営
方
針
は
、
明
治
ゴ
一
三
年
九
月

一
九
日
に
三
池
鉱
山

事
務
長
が
出
し
た
人
夫
募
集
の
方
針
に
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
土
百

姓
ニ
ツ
テ
世
－
一
慣
レ
ザ
ル
モ
ノ
」
を
募
集
す
る
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
低
賃
金

政
策
と
労
働
強
化
を
す
す
め
る
の
に
好
都
合
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
方
針
も
産
業
革
命
の
達
成
と
工
業
の
発
達
の
中
で
は
、
も
は
や
不
可

能
と
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
し
あ
た
り
筑
後
、
肥
後
地
方
の
農
村
部
を
「
世
慣

レ
ナ
イ
」
労
働
者
の
市
場
と
し
た
政
策
も
不
可
能
と
な
り
、
鉄
道
が
開
通
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
に
不
便
で
あ
っ
た
鹿
児
島
に
そ
れ
を
求
め
る
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
に
三
井
鉱
山
と
し
て
お
そ
れ
た
も
の
は
、
「
土

百
姓
ヲ
募
集
シ
テ
土
着
採
炭
夫
ヲ
作
ル
方
針
ヲ
取
ル
方
得
策
ト
存
候
。
只
々

筑
豊
地
方
ヨ
リ
時
々
坑
夫
ヲ
盗
ミ
ニ
来
ル
者
有
之
候
」
こ

3

乙
で
あ
り
、
そ
の

（

1
） 

た
め
に
「
警
戒

ハ
一
日
モ
難
怠
」
き
を
旨
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

三
井
鉱
山
と
学
校
教
育
（
新
藤
）

教

三民
同

の

来庁

藤

東

洋

男

明
治
末
期
に
い
た
っ
て
は
「
世
慣
レ
ナ
イ
」
土
百
姓
は
す
で
に
払
底
し
て

い
っ
た
。
そ
こ
で
三
井
独
占
と
し
て
手
を
ほ
ど
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
も

の
は
、
懐
柔
さ
れ
た
オ
ト
ナ
シ
イ
労
働
者
の
育
成
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か

か
る
条
件
の
下
で
必
要
祝
さ
れ
て
く
る
の
は
、
「
世
慣
レ
ナ
イ
」
二
世
労
働

者
の
再
生
産
で
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
最
も
適
格
な
方
法
で
あ
り
、
確
実
性
の

強
い
廉
価
な
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
三
井
独
占
の
考
え
た
学
校
教
育
の
本

質
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
教
育
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
世

慣
レ
ナ
イ
」
労
働
者
の
再
生
産
以
上
に
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
で

（

2
） 

に
拙
稿
『
三
井
鉱
山
と
与
論
島
』
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、
労
働
者
の
子
弟

が
尋
常
小
学
校
以

K
の
と
級
学
校
に
す
す
む
こ
と
は
、
会
社
に
よ
っ
て
極
度

に
阻
止
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
『
三
池
郡
誌
』
（
大
正

一
五
年
刊
）
が
算
出
す
る
。
こ
の
地
方
で
は
唯

一
の
中
学
校
で
あ
る
福
岡
県

立
三
池
中
学
校
に
入
学
し
て
い
た
鉱
山
労
働
者
の
子
弟
は
、
大
正
期
に
お
け

る
同
校
一
1

丘
学
年
の
生
徒
総
数
八
五

O
名
の
う
ち
た
っ
た
一
人
に
す
ぎ
な

九
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法
政
史
学

（

3
〉

か
っ
た
。

そ
こ
で
生
み
だ
さ
れ
た
の
は
納
屋
学
校
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
納
屋

学
校
に
し
ろ
設
立
さ
れ
る
過
程
に
は
炭
鉱
労
働
者
の
子
弟
を
放
置
し
て
お
く

こ
と
に
よ
り
、
納
屋
の
取
締
の
点
で
困
惑
し
た
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
国
家

に
よ
る
義
務
教
育
と
い
う
要
求
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
が
、
会
社

が
学
校
経
営
に
ふ
み
き
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
は
以
上
に
叙
述
し
た
と

こ
ろ
に
そ
の
本
質
的
ね
ら
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
な

お
深
く
考
察
を
す
す
め
よ
う
と
思
う
。

寺
小
屋
式
に
生
み
出
さ
れ
た
納
屋
学
校
は
、
明
治
末
期
に
な
っ
て
統
合
さ

れ
、
三
井
三
池
尋
常
小
学
校
、
一
ニ
井
万
田
尋
常
小
学
校
と
な
り
、
採
炭
労
働

者
を
使
役
す
る
中
級
技
術
者
を
育
成
す
る
目
的
で
つ
く
り
出
さ
れ
た
の
が
三

（

4
） 

井
工
業
学
校
で
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
三
井
鉱
山
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
要
求
が
生
れ
て
き
た
こ
ろ
、

明
治
二

l
三
0
年
代
の
産
業
革
命
を
契
機
に
発
展
し
た
工
業
地
帯
、
炭
坑
地

帯
に
は
多
く
の
労
働
者
が
集
中
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
そ
の
労
働
者
達

は
、
低
賃
金
と
重
労
働
に
お
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
子
弟
の
教
育
、
小
学

校
へ
の
通
学
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
、
教
育

勅
語
的
教
育
を
普
及
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
強
化
し
よ
う
と
す
る
天
皇

制
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
国
家
政
策
と
し
て
も
余
り
好
ま

し
い
傾
向
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
炭
坑
地
帯
、
工
業
地
帯
に
お
い
て
は
、
義

務
教
育
の
学
令
に
た
っ
し
て
も
町
村
役
場
に
登
録
さ
れ
ず
、
入
学
し
な
か
っ

た
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
と
に
福
岡
県
の
場
合
に
お
い
て
は
、
筑
豊
三
池
の

大
炭
鉱
を
ひ
か
え
、
明
治
三
｜
四

O
年
に
い
た
っ
て
は
、
八
幡
製
鉄
所
の
設
立

に
は
じ
ま
る
北
九
州
工
業
地
帯
の
発
展
の
も
と
に
、
多
く
の
労
働
者
の
都
市

第
十
八
号

九
四

集
中
を
現
出
し
た
。
か
か
る
問
題
は
、
県
治
施
策
と
し
て
も
緊
要
な
問
題
と

な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
福
岡
県
と
し
て
と
ら
し
め
た
施
策
が
、

明
治
四
二
年
四
月
の
『
福
岡
県
訓
令
』
第
二
二
号
の
「
炭
坑
納
屋
誼
工
場
等

－
一
於
ケ
ル
学
令
児
童
就
学
事
務
整
理
手
続
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
「
就
学
事
務
取
扱
方
ニ
関
シ
法
規
ノ
定
ム
ル
所
一
一
基
キ
夫
々
之
カ
整
理
ヲ

為
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
ノ
議
ナ
ル
モ
従
来
炭
坑
納
屋
並
－
一
工
場
等
ノ
存
在
ス
ル
地

方
ハ
徒
一
一
不
整
理
ノ
向
砂
カ
ラ
ス
、
畢
寛
態
柄
困
難
ナ
ル
事
情
ノ
存
ス
ル
モ

ノ
ア
ル
ヘ
ク
、
就
テ
ハ
便
宜
上
別
紙
手
続
－
一
準
シ
整
理
ス
ル
コ
ト
ヲ
妨
ケ
サ

ル
ニ
依
リ
、
精
精
注
意
ヲ
加
へ
遺
算
ナ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ
」
と
ま
え

が
き
し
、
第
一
条
に
は
、
「
炭
坑
納
屋
及
工
場
内
一
一
居
住
ス
ル
児
童
ニ
シ
テ

翌
年
四
月
一
日
就
学
ノ
始
期
－
一
達
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
、
該
炭
坑
赴
工
場

等
ノ
事
務
所
ハ
左
記
様
式
－
一
依
リ
名
簿
ヲ
調
整
シ
毎
年
十
二
月
十
五
日
マ
テ

ニ
所
在
地
ノ
市
町
村
長
－
一
通
知
ス
ヘ
シ
」
と
い
い
、
異
動
が
生
じ
た
時
に

は
、
そ
の
都
度
通
知
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
市
町
村
長
は
小
学
校
令
そ
の

他
関
係
法
規
に
準
拠
し
て
、
「
学
令
簿
ヲ
調
理
ス
へ
」
（
第
二
条
）

き
こ
と

（

5
） 

が
命
ぜ
ら
れ
た
。

こ
の
独
占
資
本
の
要
求
と
、
天
皇
制
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
国
家
の
要
請

と
が
あ
い
ま
っ
て
、
各
地
に
独
占
資
本
の
経
営
す
る
諸
学
校
が
発
足
す
る
の

で
あ
る
。
は
や
く
明
治
一
二
年
三
月
に
は
、
福
岡
県
鞍
手
郡
上
大
隈
村
に
貝

島
炭
坑
（
社
長
貝
島
太
助
）
が
経
営
し
た
私
立
大
ノ
浦
小
学
校
簡
易
科
（
の

ち
私
立
貝
島
小
学
校
、
現
在
大
ノ
浦
小
学
校
）
が
あ
り
、
大
正
八
年
に
は
田

川
郡
川
崎
町
の
蔵
内
鉱
業
所
（
の
ち
古
河
大
峰
鉱
業
所
経
営
）
の
私
立
大
峰

尋
常
小
学
校
（
の
ち
大
峰
学
園
、
現
在
大
峰
小
学
校
）
も
そ
れ
で
あ
る
。
三

井
独
占
の
も
の
と
し
て
は
、
福
岡
県
に
は
三
池
炭
鉱
の
前
記
の
も
の
の
他
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に
、
田
川
地
方
に
明
治
三
五
年
設
立
し
た
私
立
三
井
田
川
尋
常
小
学
校
ハ
の

ち
三
井
田
川
学
園
、
現
在
田
川
小
学
校
、
大
浦
小
学
校
、
大
簸
小
学
校
）
が

あ
っ
た
。
こ
の
設
置
に
当
つ
て
は
、
大
谷
派
本
願
寺
布
教
師
種
田
鶴
雲
の
努

力

r負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
師
に
よ
っ
て
明
治
二
七
年
「
風
教
是
正
の
目

的
」
で
田
川
採
炭
坑
教
育
所
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
田
川
の
鉱
山
が
三
井
独
占

に
買
収
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
三
五
年
か
ら
私
立
小
学
校
と
し
て
発
足
す

る
の
で
あ
ん
せ
仏
教
が
労
務
政
策
、
労
働
者
の
懐
柔
教
育
に
利
用
さ
れ
た
事

例
は
多
く
、
三
井
三
池
鉱
山
に
お
い
て
は
深
川
労
務
政
策
の
中
に
顕
著
な
か

（

7
〉

た
ち
で
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。

三
井
三
池
鉱
山
と
、
そ
の
関
連
産
業
の
発
展
の
中
で
、
大
牟
田
市
へ
の
人

口
集
中
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
明
治
二
二
年
三
池
鉱
山
が
三
井
独

占
に
帰
し
た
当
初
に
お
い
て
は
、
一
万
一
、

0
0
0名
で
あ
っ
た
。
こ
の
時

は
三
池
郡
大
牟
田
村
、
下
里
村
、
横
須
村
、
稲
荷
村
の
四
カ
村
が
合
併
し
て

同
郡
大
牟
田
町
と
な
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
人
口
は
一

O
年
後
の
明
治

三
三
年
に
は
二
万
名
に
た
っ
し
、
三
池
郡
大
牟
田
町
が
大
牟
田
市
と
な
っ
た

大
正
六
年
に
は
六
万
八
、

0
0
0名
、
九
年
に
は
七
万
八
、

0
0
0名
と
、

こ
の
三
カ
年
間
で
一
万
人
の
人
口
増
加
を
示
し
て
い
た
。
昭
和
二
年
大
牟
田

市
が
三
池
郡
三
川
町
を
併
合
し
た
時
に
は
、
一

O
万
二
、
五
三

O
名
、
そ
の

直
前
の
昭
和
三
年
に
は
七
万
六
、
九
五

O
名
を
示
し
て
い
た
。
な
お
、
昭
和

（

8
） 

一
一
年
に
は

一
一
万
人
、
三

O
年
に
は
二
O
万
に
た
つ

し
た
。

一
方
、
三
池
鉱
山
の
万
田
炭
坑
を
も
っ
熊
本
県
玉
名
郡
荒
尾
村
（
町
）
に

つ
い
て
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
事
情
は
統
計
不
備
の
た

め
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
大
正
九
年
一
万
五
、
一
一
二
名
、
一
四
年
一
万
七
、

七
九
四
名
、
昭
和
五
年
一
万
九
、
八
三
四
名
、
一

O
年
二
万

O
、
O
五
四
名

三
井
鉱
山
と
学
校
教
育
（
新
藤
〉

（

9
） 

一
五
年
二
万
六
、
六
八
二
名
に
な
っ
て
い
る
。

二
、
三
井
三
池
鉱
山
に
お
け
る
小
学
校
教
育

三
池
鉱
山
に
お
い
て
、
三
井
独
占
の
経
営
す
る
私
立
尋
常
小
学
校
に
は
私

立
三
井
三
池
尋
常
小
学
校
と
私
立
三
井
万
田
小
学
校
と
が
あ
り
、
前
者
に
は

い
く
つ
か
の
分
教
場
を
も
っ
て
い
た
が
、
昭
和
一

O
年
ま
で
続
く
も
の
に
は

私
立
三
井
三
池
尋
常
小
学
校
三
川
分
教
場
が
あ
っ
た
。

こ
の
三
池
鉱
山
に
お
け
る
学
校
教
育
の
は
じ
ま
り
は
、
『
三
井
鉱
山
株
式

会
社
五
十
年
史
』
稿
本
1
『
五
十
年
史
』
と
略
す
）
に
よ
る
と
、
「
当
鉱
山
が

三
井
の
経
営
に
移
っ
た
当
時
は
坑
夫
の
子
弟
に
対
す
る
教
育
機
関
と
し
て

は
、
何
一
つ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
納
屋
の
戸
数
を

増
し
、
学
令
相
当
の
子
弟
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
明
治
コ
一
三
年
頃
か
ら
最
初

子
供
教
育
の
如
き
も
の
を
数
ケ
所
に
設
け
、
極
不
完
全
な
が
ら
も
一
日
二
時

間
或
は
夜
学
を
施
し
た
の
が
、
教
育
機
関
の
濫
鰐
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
二
カ
年
程
し
た
三
五
年
九
月
に
は
、
納
屋
学
校
と
し
て
改
善
し
、
町

村
公
立
学
校
の
教
員
を
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
的
に
雇
っ
て
一
日
二
、
三
時
間
の

教
育
を
施
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、
明
治
四
二
年
二
月
に
い
た
っ
て
、
私
立
三

井
三
池
尋
常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
、
大
牟
田
町
七
浦
に
本
校
、
勝
立
、
亀
谷

に
分
教
場
が
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
同
年
五
月
に
は
、
熊
本
県
玉

名
郡
荒
尾
村
に
私
立
三
井
万
田
尋
常
小
学
校
が
開
設
さ
れ
、
四
四
年
五
月
に

は
、
三
池
郡
三
川
町
川
尻
に
三
池
尋
常
小
学
校
の
三
川
分
教
場
が
設
け
ら
れ

た。
こ
の
三
井
鉱
山
の
学
校
教
育
に
つ
い
て
の
意
図
は
、
三
池
炭
鉱
社
の
林
芙

（
印
）

士
口
が
「
三
井
鉱
山
会
社
御
中
」
と
し
て
出
し
た
文
書
に
詳
し
く
の
べ
ら
れ
て

九
五
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い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

本
坑
山
に
稼
業
致
候
坑
夫
之
内
、
納
屋
居
住
五
拾
戸
許
其
家
族
に
て
学
令

相
当
之
子
供
三
拾
余
名
許
有
之
候
処
、
執
れ
も
貧
困
に
し
て
就
学
せ
し
め

侯
程
の
余
力
無
之
者
に
付
、
折
角
教
育
に
適
当
な
る
年
令
に
で
あ
り
な
が

ら
、
徒
ら
に
光
陰
を
消
過
し
、
悪
戯
に
耳
耽
り
候
存
極
実
に
傍
観
に
不
堪
、

右
坑
夫
は
各
地
よ
り
集
合
せ
し
者
に
は
侯
え
ど
も
、
爾
来
二
年
乃
至
三
年

を
経
過
し
、
坑
業
に
習
熟
す
る
と
共
に
、
梢
永
住
の
念
を
生
し
た
る
者
に

付
、
其
の
子
供
等
も
亦
成
長
之
後
は
、
父
兄
の
業
を
襲
い
坑
山
業
に
従
事

す
べ
き
も
の
に
有
之
候
に
付
、
此
際
相
当
の
教
育
相
施
し
置
き
候
時
は
、

独
り
彼
等
の
幸
福
事
な
ら
ず
、
漸
次
坑
夫
社
会
の
悪
風
も
改
む
る
に
至
る

ベ
し
相
考
候
（
下
略
）

と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
三
井
鉱
山
で
雇
傭
す
る

労
働
者
（
坑
夫
）
の
「
子
供
等
も
亦
成
長
之
後
は
父
兄
の
業
を
襲
い
坑
山
業

に
従
事
す
べ
き
も
の
」
で
あ
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
、
三
井
独
占
と
し
て
の

学
校
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
た
か
か
げ
る
た
め

に
、
鉱
山
労
働
者
の
生
活
が
極
度
に
「
貧
困
に
し
て
就
学
せ
し
め
候
程
の
余

力
無
之
者
」
だ
ち
で
あ
る
の
で
、
三
井
独
占
と
し
て
は
、
慈
愛
、
恩
恵
の
意

味
に
お
い
て
、
学
校
を
設
立
し
、
労
働
者
に
与
え
る
ん
だ
と
い
う
発
想
形
態

に
お
い
て
出
さ
れ
て
い
る
。
巨
額
な
利
潤
を
納
め
な
が
ら
、
施
度
に
低
賃
金

に
よ
る
雇
傭
を
こ
れ
に
よ
っ
て
し
た
か
く
し
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
強
く

含
ま
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
小
学
簡
易
科
（
三
1
1
四
年
制
）
の
設
立

を
企
画
し
、
創
立
費
用
と
し
て
、
年
々
一
二

O
円
を
計
上
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
維
持
費
の
中
、
七

O
円
は
担
当
教
育
一
名
一
カ
年
の
給
与
、
三

O
円
を

担
当
助
教
育
一
年
の
一
カ
月
の
給
与
、
一

O
円
を
雑
費
に
当
て
て
い
る
。
だ

九
六

が
こ
れ
も
即
座
に
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
三
三
年
に
い
た
っ

て
子
供
教
育
の
よ
う
な
形
で
一
日
二
時
間
程
の
教
育
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
明
治
三
五
年
六
月
の
平
野
候
次
郎
「
納
屋
教
育
の
沿
革
と
概

（日）
略
」
に
よ
る
と

本
噴
開
設
の
初
め
に
於
て
は
坑
夫
の
数
も
少
く
、
殊
に
請
負
子
弟
多
く
地

方
土
着
の
者
等
を
主
と
し
て
組
織
せ
し
に
よ
り
其
子
弟
は
多
く
は
町
村
小

学
校
に
就
学
し
居
れ
り
、
其
の
後
、
二
十
二
、
三
年
に
至
り
て
追
々
地
方

の
稼
人
を
加
へ
し
を
以
て
、
三
十
三
年
春
よ
り
大
浦
、
宮
浦
に
子
守
学
校

の
如
き
教
育
を
設
け
、
又
一
丁
玉
保
護
会
に
於
て
も
、
此
際
之
に
倣
い
何

れ
も
一
日
二
時
間
宛
の
教
授
を
な
せ
り
（
大
浦
、
亀
谷
納
屋
に
は
其
当
時

二
時
間
の
夜
学
を
も
為
せ
し
事
あ
り
）
。
此
教
師
は
其
納
屋
所
在
町
村
即

ち
大
牟
田
、
駅
馬
の
小
学
校
教
員
よ
り
交
る
交
る
主
張
せ
り
。

と
し
て
い
る
。
大
牟
田
町
、
駄
馬
村
は
福
岡
県
三
池
郡
の
町
村
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
小
学
校
の
教
員
の
中
か
ら
一
個
所
一
名
の
割
で
出
張
授
業
が
な
さ
れ

た
。
そ
の
手
当
は
一
定
で
な
く
、
毎
年
盆
、
正
月
に
三
井
鉱
山
か
ら
直
接
封

金
を
も
っ
て
支
払
わ
れ
た
。
そ
の
割
は
少
額
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
平
野
候

次
郎
が
い
う
よ
う
に
、
こ
の
教
育
も
、
教
員
の
転
勤
、
欠
勤
な
ど
が
多
く
て

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
三
五
年

二
一
月
ご
ろ
か
ら

月
給
制
に
し
て
、
月
額
四
円
、
内
三
門
会
社
負
担
と
し
て
、
町
村
役
場
の
手

を
へ
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
二
、
三
0
年
代
の
納
屋
学
校
に

は
勝
立
、
一
丁
玉
、
三
坑
、
亀
谷
が
あ
っ
た
。

明
治
三
五
年
の
「
坑
夫
子
弟
教
育
の
匂
に
よ
る
と
、
「
坑
夫
納
屋
勝

立
、

一
丁
玉
（
保
護
会
共
）

、
三
坑
（
一
部
山
と
も
）
、

亀
谷
、
四
ケ
所
に

於
て
坑
夫
の
子
弟
を
教
育
す
る
儀
は
曽
て
御
示
命
に
よ
り
、
大
牟
田
町
、
歌
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馬
村
の
両
町
村
長
及
尋
常
小
学
校
長
L
」
数
回
打
合
せ
協
議
略
相
整
い
申
候

問
、
取
急
ぎ
開
設
の
都
合
に
相
運
び
申
度
候
」
と
あ
り
、
明
治
一
二
五
年
か
ら

分
散
寸
前
と
な
っ
た
納
屋
教
育
の
復
活
を
は
か
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ

の
教
場
は
二
戸
建
の
勝
立
教
場
を
除
い
て
は
、
納
屋
の
片
隅
に
設
け
ら
れ
た

納
屋
教
講
所
な
ど
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
教
授
時
間
は
一
日
三
時
間
程
度

で
、
児
童
を
一
教
室
に
収
容
し
て
「
簡
易
子
守
学
校
の
体
裁
」
に
よ
る
学
習

で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
教
科
書
は
「
福
岡
県
尋
常
図
書
設
に
普
通
用
品
」

で
、
そ
の
購
入
は
「
各
自
に
購
入
せ
し
む
る
も
其
最
貧
者
と
認
む
る
者
へ
は

一
時
立
替
購
入
し
、
其
父
兄
賃
銭
よ
り
引
去
る
」
方
法
が
と
ら
れ
た
。
そ
し

て
会
社
、
町
村
長
、
両
校
長
と
の
一
二
者
会
談
の
結
果
と
し
て
は
、
教
師
ば

「
大
牟
田
駿
馬
両
町
村
尋
常
校
教
員
よ
り
一
ケ
所
一
人
宛
分
担
を
定
め
主

張
」
す
る
も
の
と
し
、
報
酬
と
し
て
は
、
一
カ
月
五
円
内
外
と
さ
れ
て
い
た
。

当
時
の
児
童
数
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
カ
ッ
コ
内
は
学
令
児
童
総

数

勝

立

六

五

（

八

五

）

一

丁

玉

二

O
（
二
五
）

三

坑

四

O
（

四

四

）

亀

谷

五

O
（六

O
）

か
く
し
て
設
立
さ
れ
た
納
屋
学
校
も
明
治
四
一
年
に
な
っ
て
廃
止
さ
れ
、

そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
同
年
二
一
月
一
七
日
付
を
も
っ
て
私
立
三
井
三
池
尋
常

小
学
校
の
設
立
が
認
可
さ
れ
る
の
で
あ
る
d

設
立
場
所
は
一
一
‘
池
郡
駄
馬
村
大

字
西
米
生
字
七
浦
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
か
ら
一
一
一
井
独
占
と
し
て
は
本
来
の

意
図
に
も
と
づ
く
本
格
的
な
教
育
に
入
る
の
で
あ
る
。
『
五
十
年
史
』
に
よ

る
と
、
福
岡
県
知
事
か
ら
七
浦
、
勝
虫
色
谷
な
ど
で
校
合
を
設
け
て
教
育
す

る
こ
と
は
学
校
事
業
を
営
む
も
の
と
み
と
む
る
の
で
、
私
立
小
学
校
令
に
も

と
ず
く
相
当
の
手
続
を
履
行
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
旨
を
社
長
宛
に

具
申
し
、
そ
の
許
可
を
え
て
、
予
算
書
を
添
え
て
認
可
申
請
を
行
い
、
設
立

井
鉱
山
と
学
校
教
育
（
新
藤
〉

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
そ
の
事
情
を
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
時
に
納
屋
学

校
に
お
け
る
夜
間
授
業
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
三
池
尋
常
小
学
校
は
間
二
年

一
一
月
二
四
日
開
校
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
校
創
立
巧
時
の
分
教
場
は
一
一
一
分

校
を
数
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
の
児
童
数
は
、
明
治
問
。
年
六
月
末
調

に
よ
る
と
、
七
浦
（
本
校
）
一
一
二
、
亀
谷
四

O
、
勝
立
二
一
八
、
万
同
一

一
O
で
計
三
九

O
名
で
あ
っ
た
。
な
お
明
治
凶
二
年
冗
月
六
日
に
は
万
回
分

教
場
が
独
立
し
、
私
立
三
井
万
田
尋
常
小
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
、
同
月
一
一

六
日
に
開
校
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
明
治
四
四
年
五
月
四
日
に
は
、
三
川
介
教
場
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の

一
一
一
川
分
教
場
は
、
与
論
島
出
身
者
関
係
を
収
容
し
た
分
教
場
で
あ
っ
た
。
「
五

十
年
史
』
に
よ
る
と
、
「
コ
一
池
港
の
船
渠
石
炭
積
部
に
従
事
す
る
鹿
児
島
県

大
島
郡
与
論
島
の
人
夫
を
三
川
村
大
字
川
尻
の
納
屋
に
居
住
さ
せ
其
の
戸
数

九
十
六
戸
、
学
令
児
童
凹
十
六
及
ん
だ
が
、
内
地
人
と
一
言
語
を
具
に
す
る
為

め
公
立
学
校
に
就
学
困
難
に
つ
き
、
同
村
大
字
川
尻
宇
中
野
聞
に
私
立
三
井

一
一
一
池
尋
常
小
学
校
三
川
分
教
場
を
設
置
」
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
。
こ
の

児
童
数
は
大
正
八
年
に
は
二
二

O
名
と
な
っ
た
。

亀
谷
分
教
場
は
、
大
牟
田
町
大
字
稲
荷
字
亀
井
川
に
設
け
ら
れ
た
。
明
治

目
十
三
年
一
月
八
日
申
請
で
、
一
月
三
十
日
認
可
さ
れ
た
。
児
童
数
は
、
四

凹
名
で
二
学
級
で
あ
っ
た
。
こ
の
分
教
場
は
、
大
正
八
年
十
月
に
、
本
校
へ

の
通
学
時
間
設
遠
距
離
が
一
一
一

O
分
以
内
と
い
う
こ
と
で
、
本
校
に
併
合
し
、

こ
の
分
教
場
は
と
じ
る
こ
と
し
／
一
な
っ
た
。
ま
た
勝
立
分
教
場
は
、
三
池
郡
駄

馬
村
大
字
西
米
生
字
大
砂
に
、
色
谷
分
教
場
、
と
同
時
に
設
立
認
可
さ
れ
た

が
、
大
正
八
年
十
月
九
日
に
一
一
一
池
本
校
へ
の
最
遠
通
学
距
離
約
二
五
分
と
い

う
こ
と
で
、
亀
谷
分
教
場
と
同
じ
く
廃
止
さ
れ
、
本
校
へ
併
合
さ
れ
た
。
明

九
七
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治
四
二
年
当
時
の
学
級
数
は
、
一
二
池
本
校
二
、
勝
立
分
教
場
三
、
亀
谷
分
教

場
一
、
で
合
せ
て
三
池
尋
常
小
学
校
は
六
学
級
、
万
田
尋
常
小
学
校
は
四
学

級
で
、
総
計
一

O
学
級
が
三
井
三
池
鉱
山
の
経
営
す
る
学
校
規
模
で
あ
っ

た
。
大
正
二
年
に
は
各
教
場
に
お
け
る
児
童
数
増
加
と
、
三
川
分
教
場
設
立

に
よ
り
二
四
学
級
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
ゴ
一
尚
一
本
校
八
、
勝
立
分

教
場
二
、
亀
谷
分
教
場
一
、
三
川
分
教
場
二
で
、
三
池
尋
常
小
学
校
二
一
一
学

級
、
そ
れ
に
万
田
尋
常
小
学
校
二
学
級
を
数
え
て
い
る
。
大
正
一
四
年
に
は

三
川
分
教
場
の
み
除
い
て
、
三
池
が
二
二
学
級
、
万
田
が
一
二
学
級
で
あ
っ

た
。
与
論
島
出
身
者
の
三
川
分
教
場
は
、
昭
和
一
一
年
三
月
二
二
日
大
牟
田

市
長
の
通
牒
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
大
牟
田
市
立
川
尻
尋
常
小
学
校
に
編
入
さ

（臼）

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
川
尻
尋
常
小
学
校
も
児
童
数
増
加
に

よ
り
、
同
校
か
ら
諏
訪
小
学
校
が
分
離
独
立
す
る
が
、
こ
の
時
校
区
決
定
に

当
っ
て
、
与
論
島
出
身
者
の
童
児
を
ど
ち
ら
に
入
れ
る
か
に
つ
い
て
、
随
分

混
乱
が
あ
り
、
三
井
独
占
の
職
員
（
社
員
）
社
宅
主
同
じ
校
区
と
し
な
い
と

（日）

差
別
問
題
も
お
こ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
小
学
校
卒
業
者
の
卒
業
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
が
、
『
五
十
年
史
』
に
よ
る
と
、
大
正
三
年
ご
ろ
ま
で
は
卒
業

生
の
中
で
高
等
小
学
校
に
進
学
す
る
も
の
は
殆
ん
ど
な
く
、
「
其
多
く
は
採

炭
夫
、
坑
内
夫
其
の
他
の
職
を
求
む
る
者
大
多
数
で
占
む
る
有
様
」
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
れ
が
大
正
四
年
ご
ろ
か
ら
男
児
の
中
で
、
高
等
小
学
校
に
入

学
す
る
も
の
を
生
じ
、
大
正
末
に
は
男
児
で
五
割
、
女
児
で
一
割
七
分
強
が

進
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
大
正
二
二
年
に
は
中
学
校
、
工
芸
学
校
、

簿
記
学
校
に
進
む
も
の
が
一
、
二
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の

段
階
と
な
っ
て
、
高
等
小
学
校
に
進
む
も
の
は
、
男
児
六
割
、
女
児
二
割
五

九
八

分
強
に
増
加
し
た
。

な
お
、
こ
の
三
井
三
池
尋
常
小
学
校
に
お
け
る
教
員
の
待
遇
（
明
治
四
二

年
七
月
現
在
）
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
訓
導
で
月
俸
一
六
l
三
八
円

代
用
教
員
で
六
！
二

O
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
（
カ
ツ
コ
内
は
月
俸
単
位
円
）

訓

導

大

岡

彦

枝

（

三

八

）

坂

本

小

一

郎

（

二

六

）

染
屋
与
志
郎
（
二
五
）
河
野
志
津
（
一
六
）

代
用
教
員
染
屋
外
喜
子
（
二
一
）
河
野
春
江
（
八
）

河

田

マ

サ

（

八

）

吉

田

セ

ン

（

六

）

（
稿
本
『
三
井
三
池
鉱
山
五
十
年
史
』
に
よ
る
〉

そ
れ
で
は
、
か
か
る
三
井
独
占
の
経
営
す
る
尋
常
小
学
校
に
お
い
て
、
教

育
の
目
的
な
り
、
方
針
な
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
点

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
昭
和
初
年
（
四
l
五
年
の
も
の
）
に
お

（お）

け
る
『
私
立
三
井
三
池
・
万
田
尋
常
小
学
校
施
設
経
営
一
覧
』
に
よ
っ
て
考

察
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
私
立
三
井
万
四
尋
常
小
学
校
の
方
は
、
明
治
四
二

年
五
月
、
熊
本
県
玉
名
郡
荒
尾
村
大
字
原
万
田
字
星
ヶ
谷
に
開
校
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
の
認
可
申
請
は
熊
本
県
知
事
に
出
さ
れ
た
。
こ
の
一
一
一

井
鉱
山
が
経
営
す
る
二
つ
の
小
学
校
は
、
校
長
は
ゴ
一
池
校
の
校
長
が
兼
任

し
、
そ
の
教
育
方
針
も
全
く
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。

『
経
営
一
覧
』
は
、
両
校
の
沿
革
に
は
じ
ま
り
、
「
本
校
教
育
ノ
目
的
」

「
本
校
教
育
の
方
針
」
、
「
職
員
心
得
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。
「
教
育
の
目

的
」
に
よ
る
と
、
「
本
校
ハ
教
育
一
一
関
ス
ル
勅
語
ノ
御
聖
旨
ヲ
奉
体
シ
、
小

学
校
令
第
一
条
趣
旨
ニ
基
キ
、
三
井
鉱
山
株
式
会
社
ノ
使
用
人
並
一
一
稼
働
者

ノ
子
弟
ノ
個
性
－
一
鑑
ミ
文
化
的
国
民
ヲ
内
容
－
一
セ
ル
自
律
的
人
格
ヲ
養
成
セ

ン
コ
ト
ヲ
期
ス
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
方
針
は
、
一

O
項
か
ら
な
り
、
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そ
の
第
一
項
で
は
、
「
全
人
格
ノ
陶
冶
ヲ
目
標
ト
ツ
執
恩
主
義
ヲ
採
リ
、
感

思
報
思
ノ
念
ト
没
我
的
愛
情
ト
ヲ
涌
養
シ
テ
道
徳
ノ
根
本
ヲ
培
ヒ
至
誠
実
行

ノ
人
感
謝
奮
闘
ノ
生
活
一
一
生
キ
得
ル
人
タ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
」
と
う
た

っ
て
い
る
。
こ
の
「
報
恩
主
義
」
、
「
感
謝
奮
闘
ノ
生
活
」
こ
こ
に
こ
そ
、

労
働
者
子
弟
ノ
教
育
の
主
た
る
方
針
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
七
年
に
は

米
騒
動
が
あ
り
、
大
正
二
二
年
に
は
、
あ
の
大
三
池
争
議
が
あ
り
、
労
働
者

意
識
は
著
る
し
く
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
三
池
鉱
山
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
く
い
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
労
資
協

調
を
と
な
え
て
労
働
運
動
を
お
さ
え
よ
う
と
し
た
共
愛
組
合
の
活
動
も
こ
ん

（日）

な
時
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
目
的
で
、
「
方
針
」
で
は
、
「
敬
神
崇
拝
忠
君
愛
国
ノ
至
情
ヲ
渦
養
」

す
る
こ
之
が
要
求
さ
れ
、
「
国
家
観
念
ノ
養
成
－
一
努
メ
大
和
民
族
ノ
使
命
理

想
信
念
ヲ
自
覚
セ
シ
メ
ン
コ
ト
」
（
第
二
項
）
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
天
皇
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
独
占
資
本
の
労
務
政
策
を
完
徹
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
方
針
』
の
も
と
に
、
昭
和
一

0
年
代
に
は
『
児

童
綱
領
』

へ
の
発
展
し
て
い
く
。
そ
れ
に
は
「

一
、
我
等
ハ
天
皇
陛
下
ノ
赤

子
デ
ア
リ
マ
ス
先
生
ノ
教
ヲ
守
ツ
テ
シ
ツ
カ
リ
勉
強
ツ
マ
ス
。
一
、
我
等
ハ

心
ヲ
ミ
ガ
キ
身
体
ヲ
鍛
ヒ
御
国
ノ
御
役
一
一
立
ツ
子
供
－
一
ナ
リ
マ
ス
」
。
と
あ

る
。
こ
の
綱
領
は
常
に
児
童
に
高
唱
さ
せ
、
一
五
、
六
年
以
降
に
は
、
『
通

知
表
』
の
表
に
大
書
さ
れ
た
。
「
教
育
の
方
針
」
第
四
・
五
項
に
は
、
「
勤

労
主
義
」
、
「
鍛
錬
主
義
」
が
か
か
げ
ら
れ
、
「
勤
労
主
義
」
に
お
い
て
は

「
労
働
ノ
神
聖
ナ
ル
コ
ト
ヲ
自
覚
セ
シ
メ
労
働
趣
味
ノ
養
成

ニ
努
メ
、
採
炭

業
モ
国
家
社
会

一
一
最
モ
重
要
ナ
ル
仕
事
タ
ル
事
ヲ
覚
知
セ
ジ

メ
ソ
コ
ト
ヲ
留

意
ス
」
（
第
四
項
）
と
さ
れ
て
い
た
。

三
井
鉱
山
と
学
校
教
育
（
新
藤
）

こ
の
「
方
針
」
に
も
と
づ
く
「
職
員
心
得
」
に
つ
い
て
は
、
「
日
々
感
謝

奮
闘
ノ
生
活

－一
生
キ
テ
教
育
精
神
ヲ
充
実
シ
和
衷
協
同
奮
励
努
力
愉
快
に
職

務
ヲ
遂
行
シ
テ
教
育
ノ
進
展
ヲ
図
ル
ヘ
シ
」
（
第
一
項
）
か
ら
は
じ
め
る
第

五
項
か
ら
な
っ
て
い
た
。

「
報
思
主
義
」
、
「
感
謝
」
の
心
、
努
力
、
協
同
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、

廉
価
な
賃
金
に
あ
ま
ん
ず
る
こ
と
の
出
来
る
低
賃
金
労
働
者
の
再
生
産
が
は

か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
児
童
の
ほ
と
ん
ど
が
採
炭
夫
と
な
っ
て
い

く
事
実
か
ら
し
て
も
三
井
独
占
に
と
っ
て
は
、
こ
の
教
育
の
重
要
性
が
再
認

識
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
教
育
に
積
極
的
に
と
り
組
ん
で
行
く
の

は
、
第
二
次
産
業
革
命
が
達
成
さ
れ
る
明
治
三

0
年
代
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
、
私
立
三
井
工
業
学
校
に
お
け
る
教
育

私
立
三
井
工
業
学
校
は
、
明
治
四

O
年
七
月
一
日
文
部
大
臣
に
設
立
申
請

を
お
こ
な
い
、
八
月
七
日
甲
種
工
業
学
校
と
し
て
－
認
可
さ
れ
、
福
岡
県
三
池

郡
大
牟
田
町
大
字
稲
荷
に
お
い
て
発
足
し
た
。
四
月
二
三
日
に
は
そ
の
入
学

式
を
挙
行
し
た
。
生
徒
数
は
六

O
名
（
採
鉱
科
三

O
、
機
械
科
ゴ
一

O
）
で
あ

っ
た
。
こ
の
学
校
は
、
「
男
爵
三
井
八
郎
右
衛
門
私
有
ノ
三
池
炭
鉱
諸
工
場

ヲ
利
用
シ
テ
生
徒
ノ
実
習
場
ト
シ
国
家
ノ
為
メ
適
良
ナ
ル
工
業
手
養
成
ノ
目

（口〉

的
ヲ
以
テ
設
立
」
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
翌
四
一
年
二
月
二
四
日
に

い
た
っ
て
職
制
が
定
め
ら
れ
、
九
州
炭
鉱
部
長
工
学
博
士
山
田
直
矢
が
校
長

を
兼
任
し
、
山
形
県
立
工
業
学
校
神
作
浜
吉
が
幹
事
兼
教
諭
に
就
任
し
た
。

山
田
に
は
四
月
二
三
日
に
い
た
っ
て
、
私
立
学
校
令
に
よ
る
正
式
の
学
校
長

と
し
て
の
認
可
が
お
ろ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
四
二
年
一

O
月
三
一
日
に
い
た

九
九
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法
政
史
学

第
十
八
号

っ
て
学
校
長
山
田
直
矢
が
校
長
の
任
を
し
り
ぞ
き
、
幹
事
神
作
浜
吉
が
そ
の

任
に
当
た
っ
た
。
神
作
校
長
に
よ
っ
て
、
こ
の
三
井
工
業
学
校
の
教
育
方
針

が
確
定
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

当
時
の
入
学
資
格
は
高
等
小
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
学
校
二
年
修
業
者
と

さ
れ
、
年
齢
は
一
四
歳
か
ら
二

O
歳
の
者
で
あ
っ
た
。
当
時
を
回
顧
し
て
、

創
立
早
々
の
明
治
四
一
年
三
月
に
赴
任
し
、
神
作
浜
吉
と
開
校
、
入
学
諸
準

備
に
奔
走
し
た
英
語
担
当
の
旧
職
員
（
明
治
凶
一
年
三
月
｜
昭
和
三
年
二
一

月
）
加
藤
峯
松
は
「
満
二
十
五
歳
迄
は
入
学
資
格
が
あ
っ
た
の
で
入
学
を
許

可
し
た
生
徒
の
最
年
長
者
は
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
生
徒
の
年

齢
は
、
非
常
に
不
揃
い
で
、
大
人
と
子
供
と
寄
せ
集
め
た
よ
う
で
あ
っ
「0

〕

と
い
っ
て
い
る
。
は
じ
め
に
入
学
資
格
は
二
五
歳
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
四
一
一

（
叩
）

年
三
月
か
ら
一
四
歳
か
ら
二

O
歳
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
応
募
者
は
相
当
広
範
凶
に
お
よ
ん
だ
。
加
藤
峯
松
に
よ
る
と

「
入
学
志
願
者
は
九
州
は
各
県
、
山
口
県
、
広
島
県
あ
た
り
か
ら
来
て
、
い

つ
も
千
人
以
上
あ
り
ま
し
た
。
広
島
県
な
ど
か
ら
は
、
校
長
が
引
率
し
て
多

数
受
験
に
参
り
ま
し
た
。
学
校
と
し
て
も
出
来
る
だ
け
、
よ
い
件
徒
を
取
り

た
い
も
の
と
、
年
々
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
ま
し
た
。
こ
の
学
校
は
ゴ一
池
炭
鉱

の
設
備
を
利
用
し
実
地
を
や
ら
せ
、
学
校
で
学
科
を
教
え
た
し
、
短
期
間
に

技
術
者
を
養
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
想
定
の
も
と
に
出
来
た
の
で
秀

才
を
集
め
て
や
り
ま
し
た
。
千
人
以
上
も
あ
る
志
願
者
の
中
か
ら
七
八
十
名

（
却
）

採
る
の
だ
か
ら
多
く
の
秀
才
を
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」
。
と
の
べ
て
い
る

昭
和
三
年
度
に
お
け
る
入
学
志
願
者
は
、
二

一
四
名
で
、
遠
く
は
島
根
県

山
梨
県
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
。
な
か
で
も
三
池
郡
四
七
、
大
牟
田
市
三
六
、

そ
の
他
の
福
岡
県
三
三
、
熊
本
県
玉
名
郡
三
三
、
そ
の
他
の
熊
本
県
三
九
が

一O
O

そ
の
主
な
も
の
で
、

長
崎
七
、
広
島
一ニ
、
大
分
佐
賀
の
両
県
は
各
四
、
愛
媛

山
口
各
二
、
鹿
児
島
、

宮
崎
、
山
梨
、
島
根
は
各
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち

入
学
者
は
八
一
名
で
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
大
牟
田
一
二
、
三
池
郡
一
四
、

そ
の
他
福
岡
県
一
七
、
玉
名
郡
一
一
’
そ
の
他
の
熊
本
県
一
六
を
教
え
て
い

た
。
入
学
者
の
年
齢
は
、
一
四
歳
四
六
、
一
五
歳
二
九
、
一
六
歳
六
で
あ
っ

（
幻
）

た
。
応
募
者
の
中
に
は
、

一
八
歳
一

、

一
七
歳
五
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
三
井
工
業
学
校
の
入
学
は
き
び
し
か
っ
た
。
こ
れ
を
物
語
る

よ
う
に
、
大
正
初
期
に
卒
業
し
坑
内
勤
務
三
年
の
後
、
大
正
八
年
四
月
か
ら

母
校
の
教
壇
に
立
っ
た
小
宮
与
市
〈
数
学
担
当
）
は
、
「
父
に
連
れ
ら
れ
入

学
式
に
行
く
途
中
、
菜
葉
服
を
つ
け
た
職
工
体
の
方
に
話
し
か
け
ら
れ
た
。

一
二
井
工
業
の
入
学
式
で
す
か
。
中
学
校
か
ら
受
験
し
ま
し
た
か
、
そ
れ
と
も

補
習
科
か
ら
で
す
か
高
等
小
学
校
か
ら
は
い
ら
れ
た
の
で
し
た
ら
ウ
ン
と
勉

強
し
な
け
れ
ば
落
第
し
ま
す
ぞ
。
な
か
な
か
エ
ラ
イ
者
ば
か
り
集
ま
っ
て
来

て
い
ま
す
か
ら
ね
l
l’
と
、
い
ろ
い
ろ
と
注
意
を
与
え
て
サ
ッ
サ
と
急
い
で

（
幻
）

行
か
れ
た
」
。

k
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
昭
和
二
年
卒
業
し
た
井
附
強

の
回
顧
談
の
中
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
井
出
は
家
が
貧
し
く
て
、
中
学
校

に
は
行
け
な
い
。
そ
こ
で
師
範
学
校
か
、
学
資
が
安
い
と
い
う
三
井
工
業
学

校
へ
進
も
う
と
し
て
、
担
任
教
師
に
そ
の
父
が
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
「
こ
の

子
な
ら
師
範
学
校
に
は
絶
対
合
格
さ
せ
て
や
れ
る
が
、
一
一
一
井
工
業
で
は
・
：
。

あ
の
学
校
は
全
国
の
秀
才
が
集
ま
っ
て
、
学
校
で
は
秀
才
教
育
だ
と
自
ら
言

（
幻
）

っ
て
い
る
そ
う
で
す
か
ら
ナ
！
」
と
い
わ
れ
て
驚
い
た
と
も
い
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
う
し
た
一
一
一
井
工
業
学
校
で
は
、
校
長
神
作
浜
吉
（
明
治
四
一
年
二
月
！

大
正
一
五
年
一
月
、
う
ち
四
二
年
一
一
月
か
ら
校
長
就
任
）
を
中
心
と
し
て
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天
下
の
秀
才
を
集
め
て
の
秀
才
教
育
す
そ
の
モ
ヅ
ト
！
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
神
作
浜
士
口
が
作
詩
し
、
島
崎
赤
太
郎
（
東
京
守
楽
学
校
教
授
）
が
作
曲

し
、
大
正
二
一
年
に
制
定
し
た
校
歌
に
は
こ
の
学
校
の
教
育
方
針
が
明
ら
か

に
う
た
い
こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
節
に
は
、
「
秀
才
教
育
旗
手
に
か
ざ

し
、
個
性
尊
重
真
揖
と
ぬ
き
て
、

E
業
の
海
に
漕
ぎ
出
ん
為
に
、
ま
こ
と
や

我
等
の
理
想
は
高
し
」
と
う
た
わ
れ
、
第
内
節
か
ら
な
っ
て
い
た
。
『
同
帰
』

開
校
二
十
年
記
念
号
に
は
、
神
作
浜
吉
白
か
ら
記
稿
し
た
「
校
歌
の
釈
義
」

が
の
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
第
一
節
は
、
方
葉
集
の
「
大
船
に
ま
か
ち

（
真
揖
）
し
じ
ぬ
き
（
繁
貫
）
大
君
の
み
こ
と
か
し
こ
み
あ
さ
り
す
る
と
も
」

か
ら
と
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
叙
述
の
中
に
も
、
独
占
資
本
の
要
求
と

天
皇
制
と
の
接
合
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
神
作
浜
吉
の
こ
の
教
育
方
針
は
、
よ
く
こ
の
学
校
に
は
貫
徹
さ

れ
て
い
っ
た
。
神
作
浜
吉
の
教
育
方
針
は
、
昭
和
三
年
四
月
二
五
日
に
挙
行

さ
れ
た
開
校
二
十
年
の
祝
典
に
、
神
作
白
か
ら
語
っ
て
い
る
「
祝
辞
に
代
江

（
担
）

て
」
の
挨
拶
の
中
に
も
み
ご
と
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
然
る
に
三
井
家
の

幹
部
諸
氏
に
は
、
私
か
に
当
時
に
於
て
夙
に
教
育
刷
新
改
善
の
必
要
を
認
め

ら
れ
、
教
育
部
生
活
、
道
徳
即
経
済
の
信
念
と
体
験
と
の
下
に
、
学
校
教
育

は
実
生
活
を
基
調
と
な
す
に
あ
ら
ざ
れ
ば
如
何
程
学
校
を
増
設
し
教
育
機
関

の
拡
張
を
計
る
も
、
国
家
社
会
の
福
祉
に
益
な
き
の
み
か
、
或
は
却
て
教
育

郎
亡
国
の
恨
み
に
陥
る
こ
と
な
き
も
保
し
難
し
と
の
卓
見
を
抱
か
れ
、
此
等

の
抱
負
に
も
と
づ
い
て
の
教
育
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
「
当
校
一

千
人
の
卒
業
生
が
一
致
団
結
し
て
精
神
的
に
皇
道
の
擁
護
者
を
以
て
自
任
す

る
こ
と
は
、
延
ひ
て
他
の
同
志
を
振
典
せ
し
む
る
一
原
動
力
と
も
な
る
こ
と

を
信
じ
て
疑
ば
ざ
る
所
で
あ
り
ま
す
。
思
ふ
に
三
井
家
が
当
械
を
設
置
せ
し

井
鉱
山
と
学
校
教
育
（
新
藤
）

得
意
は
諸
君
を
し
て
単
に
平
和
の
際
に
於
て
工
業
界
に
貢
献
せ
し
む
る
の
み

な
ら
ず
、

一
面
に
は
皇
導
を
扶
翼
し
国
家
危
急
の
場
合
に
は
能
く
其
救
護
の

礎
石
と
な
り
柱
梁
と
な
り
得
る
底
の
奉
仕
者
た
る
こ
と
の
期
待
あ
る
や
も
回

顧
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
次
第
と
存
じ
ま
す
」
と
の
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ

る。
な
お
、
神
作
は
次
の
よ
う
に
そ
の
教
育
の
本
質
に
つ
い
て
の
べ
る
の
で
あ

る。
「
諸
君
の
職
務
以
外
の
点
に
於
て

一
段
の
希
望
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
他

に
あ
ら
ず
、
我
祖
国
の
現
状
は
真
に
寒
心
に
堪
え
ぎ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
悪
思
想
偽
文
化
の
諺
済
と
し
て
押
し
寄
せ
来
る
害
毒
は
、
将
に
視
閃

の
大
生
命
を
も
傷
け
害
は
ん
と
す
る
の
危
険
に
瀕
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
此
の
如
き
逆
境
悲
運
に
接
触
せ
し
は
、
其
原
因
よ
り
一
に
し
て
足

ら
ざ
る
べ
き
も
、
要
す
る
に
我
国
民
が
挙
げ
て
祖
国
本
来
の
皇
道
を
忘
却

し
、
有
頂
天
と
な
っ
て
濫
り
に
外
国
文
化
に
心
酔
せ
し
余
解
の
致
す
所
と

思
い
ま
す
。
故
に
今
日
の
場
合
に
於
て
、
外
来
の
思
想
を
防
圧
し
、
偽
女

化
を
撃
退
せ
ん
と
す
る
に
は
、
国
民
を
挙
げ
て
真
に
皇
道
の
純
精
神
に
自

覚
せ
し
め
、
且
其
信
念
を
高
調
し
、
実
行
を
奨
励
し
更
に
進
ん
で
皇
道
の

真
粋
美
精
を
以
て
外
来
思
想
を
醇
和
浄
化
せ
し
む
る
こ
と
が
最
も
大
切
で

あ
る
と
信
じ
ま
す
」
。
「
諸
君
が
当
校
に
於
て
及
ば
ず
な
が
ら
私
共
が
開

校
以
来
終
始
一
貫
し
て
高
調
強
鳴
せ
し
祖
国
皇
道
の
本
義
を
某
調
と
し
、

愈
々
其
真
精
神
に
自
覚
め
、
之
を
以
て
各
自
の
信
念
を
固
め
、
人
格
を
鍛

え
、
弥
増
し
た
精
神
道
往
せ
ば
、
当
校
卒
業
生
一
千
人
の
一
致
団
結
せ
る

精
神
気
瞬
は
、
必
ず
や
外
来
の
悪
思
想
偽
文
化
の
折
伏
と
浄
化
と
に
、
相

応
の
効
果
を
挙
ぐ
る
に
相
違
な
い
主
思
い
ま
す
」
。

。
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法
政
史
学

第
十
八
号

と
の
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
そ
中
級
技
術
者
を
養
成
し
よ
う
と
す
る
三

井
工
業
の
教
育
の
本
質
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
外
来
の
思
想
・
文
化
、
そ
れ

は
社
会
主
義
・
共
産
主
義
思
想
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
づ
く
労
働
運
動
を
意
味

し
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
神
作
の
考

え
は
、
昭
和
六
年
に
い
た
っ
て
、
亀
山
神
作
浜
士
口
著
『
国
体
新
論
』
と
し
て

公
刊
さ
れ
、
同
校
教
員
お
よ
び
そ
の
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
大
牟
田
市
の
小

学
校
教
員
に
も
売
り
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
考
え
を
大
牟
田
の
労
働
界

に
普
及
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
同
校
の
校
友
会
誌
『
同
帰
』
に
卒
業

生
の
寄
せ
ら
れ
た
も
の
の
中
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
神
作
浜
吉
の
思
想
が
う

か
が
わ
れ
る
。
例
え
ば
伊
藤
克
一
「
憲
法
上
君
臣
の
関
係
」
（
同
誌
第
四
号

l
大
正
六
年
）
、
樺
晶
小
三
郎
「
本
校
生
徒
と
し
て
の
我
思
想
」
（
同
k
誌）

倉
富
勇
「
興
国
の
精
神
」
（
向
上
誌
）
な
ど
そ
れ
で
あ
り
、
『
同
帰
』
開
校

二
十
年
記
念
日
す
に
の
っ
て
い
る
。
製
作
所
中
川
原
肇
（
第
二
回
機
械
科
卒
）

の
「
創
造
の
生
活
」
に
は
「
マ
ル
ク
ス
や
レ
l
ニ
ン
は
人
間
の
尊
い
精
神
生

活
を
知
ら
な
か
っ
た
不
具
者
で
あ
り
ま
す
。
彼
等
の
思
想
は
魂
の
践
悶
で

す
。
人
聞
を
他
の
動
物
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
引
き
卸
そ
う
と
す
る
悪
魔
の
牙
で

あ
り
ま
す
」
。
と
い
っ
て
い
る
。

か
か
る
三
井
工
業
学
校
の
教
育
は
、
天
皇
制
を
利
用
し
つ
つ
、
労
資
協
調

の
労
働
者
の
育
成
に
あ
っ
た
。
そ
の
労
働
者
も
下
級
労
働
者
を
使
用
す
る
中

級
労
働
者
の
育
成
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
『
同
帰
』
第
四

章
に
あ
る
小
宮
八
郎
の
「
坑
夫
使
役
に
対
す
る
注
意
」
な
ど
に
は
如
実
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
動
物
と
こ
を
な
り
心
情
が
あ
る
の
で
、
そ
の
点
に
充
分
注

意
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
学
園
に
も
新
し
い
思
想
は
う
ち
よ
せ
て
来
た
の
で
あ
る
。

一
戸
）

昭
和
初
年
に
は
「
福
岡
県
全
協
事
件
」
（
『
三
井
鉱
山
主
与
論
島
』
所
収
）
で

一
部
書
い
て
お
い
た
が
、
寄
宿
舎
で
の
問
題
も
お
こ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い

は
別
の
機
会
に
検
討
し
よ
う
と
思
う
。

三
井
工
業
学
校
の
大
御
所
神
作
浜
吉
は
、
昭
和
六
年
に
は
推
薦
さ
れ
て
、

東
京
に
さ
り
、
国
民
工
業
学
院
の
工
業
道
徳
科
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
る

の
で
あ
る
。

四
、
結
び
に
か
え
て

以
L
L
の
論
述
の
中
で
指
摘
し
よ
う
と
し
た
点
は
、
独
占
資
本
の
教
育
施
策

は
、
天
皇
制
的
教
育
施
策
、
教
育
勅
語
的
教
育
施
策
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は

な
く
、
か
え
っ
て
そ
の
施
策
を
利
用
す
る
な
か
で
、
独
占
資
本
が
意
図
す
る

教
育
を
な
し
と
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
天
皇
制
が
寄
生
地
主
制
と

独
占
資
本
の
二
本
の
足
を
も
っ
て
の
み
歩
き
得
た
こ
と
を
こ
の
教
育
の
問
題

の
中
か
ら
も
ひ
き
だ
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
低
賃
金
労

働
者
の
再
生
産
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

、王
（
1
）
稿
本
『
三
鉱
業
所
沿
草
史
』
第
七
巻
l
隈
谷
三
喜
男
「
炭
鉱
に
お
け

る
労
務
管
理
の
成
立
i
一
二
池
炭
鉱
坑
夫
管
理
史
｜
」
『
産
業
経
済
分
析
』
岩

波
書
店
刊
所
収
に
よ
る
。

（
2
）
拙
稿
『
三
井
鉱
山
と
与
論
島
』
｜
人
権
民
抜
問
題
研
究
会
刊
。

（
3
）
福
岡
県
立
つ
一
池
高
等
学
校
『
創
立
四
十
五
周
年
誌
』
一
二
池
中
学
校
は

大
正
六
年
福
岡
県
立
中
学
校
と
し
て
創
立
。

（
4
）
ゴ
一
井
工
業
学
校
は
現
在
の
福
岡
県
立
三
池
工
業
高
等
学
校
で
あ
り
私

立
三
井
三
池
尋
常
小
学
校
の
後
身
は
、
昭
和
二

O
年
大
牟
田
市
に
移
管
さ
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れ
、
笹
原
小
学
校
、
三
井
万
田
尋
常
小
学
校
は
昭
和

一
九
年
荒
尾
市
に
移

管
さ
れ
現
布
の
第
四
小
学
校
。

（
5
）

『
福
岡
県
教
育
史
』

一二五
三

l
四
頁
所
収

（
6
）
「
福
岡
県
敬
育
史
』
三
五
四
頁

（
7
）
拙
稿
『
三
井
鉱
山
と
与
論
島
』
お
よ
び
山
根
房
光
一
J
4
い
け
炭
坑
夫』

参
照
。

（
8
）
昭
和
三
七
年
度
版
『
大
牟
間
市
政
要
覧
』

七
頁
。
大
牟
田
は
明
治
二

二
年
町
制
施
行
、
大
正
六
年
市
政
施
行
。

（
9
）
荒
尾
市
役
所
『
統
計
資
料
』
大
正
九
、
一
四
、
昭
和
五
・
一

0
・一

五
年
は
国
勢
調
査
。
荒
尾
市
の
う
ち
で
万
田
坑
社
宅
の
旧
荒
尾
村
（
町
）

の
人
口
で
ら
る
。

（
叩
）
明
治
二
五
年
五
月
十
四
日
乙
第

一
一
一
二
号
『
菓
請
』

l
『
五
十
年
史
』

所
収
。

（
日
）
平
野
候
次
郎

「納
屋
教
育
の
沿
革
の
概
略
」
l
明
治
三
五
年
六
月
二

十
日
記
述
｜
『
五
十
年
史
』
所
収
。

（
ロ
）
明
治
三
五
年

「坑
夫
子
弟
教
育
の
件
」

l
「
五
十
年
史
』
所
収
。

（
臼
）
『
五
十
年
史
』

（
M
）
拙
稿
『
三
井
鉱
山
と
与
論
島
』

（
日
）
『
私
立
三
井
三
池

・
万
田
尋
常
小
学
校
施
設
経
常

一
覧
』

l
三
井
万
田

尋
常
小
学
校
旧
蔵
、
現
在
荒
尾
市
立
第
四
小
学
校
蔵
）

（日山
）
拙
稿

「米
騒
動
と
大
正

一
三
年
の
三
池
争
議
」
1

『
三
池
鉱
山
と
与

論
島
」
所
収
。

（
口
）
一
二
井
工
業
学
校
校
友
会
誌
『
同
帰
』
開
校
二
十
年
・
卒
業
生
一
千
人
記

念
号
大
正
元
年

一
O
月
発
行
。
お
よ
び
福
岡
県
立
三
池
工
業
高
等
校
学

中
村
正
直
の
生
涯
l
留
学
願
書
を
軸
と
し
て

l
（
遠
藤
）

『
創
立
五
十
年
史
』
参
照
。

（
日
）
『
同
帰
』
開
校
二
十
年
記
念
号
。

（
日
）
三
池
工
業
高
校
『
創
立
五
十
年
史
』

（
初
）

「
学
校
創
立
の
回
顧
」
！
『
創
立
五
十
年
史
』
所
収
。

（
幻
）
「
昭
和
三
年
・
度
入
学
生
概
覧
」

l
『
同
帰
』
開
校
二
十
年
記
念
号
所
収

（
幻
、
お
）
三
池
工
業
高
校
『
創
立
五
十
年
史
』
。

（
川
社
）
神
作
浜
古
「
祝
辞
に
代
江
て
」
1

『
同
帰
』
開
校
二
十
年
記
念
号
所
収
。

石星周

塚野藤

良吉

森段

木

陸一

青

木

光

新

藤

東

洋

男

遠

藤

道

子

栗

原

為

造

本

号

執

筆

者

紹

介

栄作之彦行

法
政
大
学
文
学
部
講
師

法
政
大
学
工
業
高
等
学
校
教
諭

法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
修
士
課
程
修

了
（
三
九
年
度
）

同

右

法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
修
士
課
程

在
学

法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
修
士
課
程

修
了
（
三
九
年
度
）

大
牟
田
市
立
教
育
研
究
所
員

法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
（
三
九
年
度
）

法
政
大
学
通
信
教
育
部
史
学
科
卒
業
（
三
九
年

三
月
）

行

一O
三
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